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第20回群馬遺伝子診療研究会
日 時：平成 23年 2月 22日 (火) 18:15～
会 場：群馬大学医学部 刀城会館
当番世話人：竹吉 泉（群馬大院・医・臓器病態外科学）
代表世話人：森 昌朋（群馬大院・医・病態制御内科学）
?特別講演>
Smart Amp法を用いた遺伝子検出試薬の開発
三谷 康正 （株式会社ダナフォーム）
Smart Amplification Process(Smart Amp法)は株式会
社ダナフォームと理化学研究所が共同開発した核酸増幅
に基づく遺伝子検出技術である.Smart Amp法はユニー
クな非対称プライマーセットと,強力な鎖置換活性をも
つ新規Aac DNA Polymeraseを用い,60℃一定で目的核
酸を 30分程度で増幅することが可能であり,目的核酸
の増幅自体が標的配列の検出となる.血液などの臨床サ
ンプルから DNA精製を必要とせず, DNA増幅有無に
より簡便に SNP検出が可能となる.今日の医療現場に
おいて個別化医療の実施が重要視されているが,臨床現
場で簡便,迅速に SNPを診断できれば,例えば,外来患
者の診察の待ち時間に診断し,最適量を投薬する方針を
決定できる.昨今,我々は様々な診断試薬を開発し臨床
現場での応用を開始している.
Smart Amp法は増幅シグナルが検出シグナルである
ために,新規開発した蛍光試薬 Excitonを添加し,リアル
タイム PCR装置を用いて検出することが可能であり,
反応チューブを開ける必要がないために増幅産物の拡散
によるコンタミネーションを防止することが可能であ
る.さらに PCRのように急激な温度変化を必要とせず
等温条件下で増幅検出が可能であるために, Smart Amp
法を用いた診断チップならびに全自動装置の開発は比較
的容易であり,チップや装置も PCR法を用いたものよ
り安価に提供することが可能であると考えられる.
Smart Amp法は,その簡便性,迅速性を生かして日々の
ルーチン検査ツールに有用であり,高性能な遺伝子変異
検出システムとして強力な潜在力を持ち,臨床現場での
検査に有効活用されることが期待する.
今回は,技術発明の秘話から,その試薬開発の現状を
報告したい.
【参考文献】
Mitani Y,et al.:Nature Methods 4(3),257-262(2007).
?一般演題>
１．膵臓特異的 FoxO1トランスジェニックマウスは糖
尿病と多発性膵囊胞を発症する
菊池 司
（群馬大・生調研・代謝シグナル解析分野）
FoxO1はインスリンシグナルの下流で制御される転
写因子である. FoxO1は膵β細胞の分化,増殖に重要な
転写因子である Pdx1の発現を抑制することが知られて
いる. また, 2型糖尿病を発症する IRS-2欠損マウスで
は, FoxO1を不活性化することで糖尿病の改善がみられ
る.
FoxO1の膵臓における機能を in vivoで解析するため,
私達は恒常的活性型の FoxO1を膵臓特異的に過剰発現
するトランスジェニック (TG)マウスを作製した.この
TGマウスでは膵外分泌腺房細胞が著明に減少し,脂肪
細胞に置き換わっていた. また膵β細胞量の減少が見ら
れ,雄の 30％は顕性の糖尿病を発症した. TGマウスで
は膵管上皮細胞の増殖が加速されており高齢マウスにお
いて多発性膵囊胞が認められた.さらにラ氏島内の微小
血管増加も認められた.
以上より,膵臓における FoxO1活性の制御不全が 2
型糖尿病の発症,または膵囊胞の形成の原因となり得る
ことが示唆された.
２．10年目を向かえた「群馬大学医学部附属病院遺伝子
診療部」の現状
山田 正信，池田 将樹，篠崎 博光
山田 教弘，小澤 厚志，浅尾 高行
新井 昌史，針谷 晃，服部 卓
富田知恵子，森 昌朋
（群馬大医・附属病院・遺伝子診療部）
群馬大学医学部附属病院では,遺伝の関与する疾患の
診療の際に発生する,主に倫理的な問題に病院全体で対
処するため,平成 14年 4月より院内措置により遺伝子
診療部が開設され,本年で 10年目を向かえる.開設翌年
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